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課題

老人保健施設を中心として医療・介護事業を展開するみつ

わ会さんのLINEの公式アカウントを開設し、その活用方法

を考え提案する。

課題提供機関：医療法人社団みつわ会
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LINE公式アカウントについて
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LINE公式アカウントは２種類ある

非認証アカウント

● 会員制店舗など、店名・サービス名で検

索されない

● ファンクラブやクローズなコミュニティー内

で、IDやQRを教えた人のみで使用

認証済みアカウント

● LINEアプリ内のアカウント（友だち）検索
結果に表示される

● POPなど、友だち集めに有効なツールが
発注できる

● 支払い方法として、クレジットカードや請
求書決済が選択可能になる
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LINE公式アカウントの料金プラン

✻　友だちが100人いるユーザーが月に3回メッセージを一斉配信した場合  
　　100人×3回配信=メッセージ数300  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AIが内容を判別して適切なメッセージ
を返します。

この機能は応答モードをチャットにし
ている際に使用できます。

AI応答メッセージ
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クーポン名・有効期間・写真・利用ガイド・その
他詳細を設定できます。

配布範囲は友達追加・メッセージ配信・タイム
ライン投稿・キーワード応答・SNSでのシェア
などが選択できます。

クーポンの作成
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LINE画面の下部に常時表示さ
れるメニューを作成することがで
きます。

リッチメニュー
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LINE公式アカウントってどう
やって作るの？
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開設のステップ
（WEB版）

1 .  LINE公式アカウント開設ページに移動し非認証ア

カウントか認証済みアカウントどちらかを選択（スマホ

版の場合はアプリをインストール）
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開設のステップ
（WEB版）

2 . アカウント名や業種など必要な情報の入力  
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開設のステップ
（WEB版）

3 . 完成 　

認証済みの場合は審査完了まで 1ヶ月以上かかる可

能性がある
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現状と解決策
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現状

● 利用者家族へのアプローチ手段が電話のみ

● 採用活動の際に就職希望者へのアプローチ方法がほ
ぼない

● コロナ影響によるスタッフ同士のコミュニケーション不足
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解決策

ターゲットを職員と利用者家族に分け、それぞれに届けたい情報を

発信できるようにする。

しかし、１つのアカウントでやろうとすると情報が錯綜してしまう。

１つのアカウントだけでは運営が困難
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アカウントを２つ作る

職員向けと利用者家族向けの２つのアカウントを作成する

❏ スタッフへの連絡

❏ 利用者家族への連絡

決定事項・会議の出欠確認・
スタッフ同士の情報共有
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お知らせ・行事予定・イベント情
報



提案１
職員向けのアカウント
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職員向けアカウントの概要

・職員同士の情報共有が主な目的

・法人から職員への連絡（休んだ人にも届く）

・質問など個人チャットで応答可能
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職員向けアカウントの機能

・ホームを押すとみつわ会のホームページに切り替わるよ

うに設定した

・問い合わせのタブをクリックすると自動返信で電話番号と

メールアドレスが表示されるようにした
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提案２
利用者家族向けのアカウント
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利用者家族向けアカウントの概要

・利用者の家族との情報共有が主な目的

・法人から利用者家族への連絡

・利用者家族からの法人への質問も可能
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今後の課題

❖ 利用者家向けアカウントを友だち追加してもらうには？

❖ 誰がアカウントを管理・運営するのか、また複数人での運

営方法は？
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まとめ

❖ みつわ会さんの方に何度も訪問し、いろんなアイディアを

出しあえた

❖ 作った2つのアカウントをみつわ会さんの方で改良し実際

に使っていただけることになった
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